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　はじめに 

　人工林材の有効利用を考えた場合，林産側では径級

に見合った利用が必要であり，それが的確に産業とし

て形成されない限り，林業側では人工林から主・間伐

材を引き出すことが出来ません。すなわち山の手入れ

がなされない脆弱な森林が出来上がってしまうわけで

す。そこで林産試験場では，カラマツ人工林材の総合

利用の姿を探るために，カラマツ素材生産量の予測を

試みました。 

 

　素材生産予測の考え方 

　素材生産予測は以下の前提条件と計算課程により，

計算を行いました。ここで述べる素材とは製材用原木

(長さ3.65m，直径6㎝上)のことです。 

(1)成長モデルの選定 

　素材生産予測を行う上で，カラマツ林分がどの様な

成長過程をするのかが明らかになっていなければなり

ません。カラマツ人工林については，「カラマツ人工

林林分成長モデル1)」が作成され，これに基づいた間

伐施業指針2)が北海道からも出されています。これを

基に素材生産予測の計算を行うことにしました。 

(2)胸高直径階別立木本数 

　前述の林分成長モデルでは立木の胸高直径階別分布

は正規分布に従うとものとして計算されています。こ

の正規分布による表現は無間伐林には良く適合します

が，下層間伐で下位の直径階が消滅すると適合が悪く

なると考えられています。カラマツの間伐については

比較的下層間伐が多いと考えられるので，間伐などで

立木の胸高直径分布が変わっても間伐後の分布も比較

的よく表現できると言われるワイブル分布3,4)で，成長

モデルを修正しました。 

(3)樹高曲線 

　素材予測を行う上で，(1)の林分での胸高直径別樹高

を推定する必要があります。樹高曲線は樹高と胸高直

径の回帰式で表わします(図1)。この樹高に対して，地

際から0.1mを残し3.65mずつ玉切りを行っていきます。 
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図１　樹高曲線 

注）河田杰博士の森林簡易統計計算法（興材会）による。 
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表１　津別町佐藤山林カラマツ細り式 
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(4)樹幹形状 

　(3)で玉切りを行った時，その高さでの直径が素材の

太さ(末口径)ということになります。そこで，樹幹の

形状が数式的に表現されていなければなりません。こ

の樹幹形状を求めるために表１の津別町佐藤山林のカ

ラマツ林分にて調査したもの4)を用いました。 

　以上から，伐期別地位指数別のカラマツ人工林ha当た

りの素材本数予測テーブルが計算されます。これでカラ

マツ人工林からの素材生産予測の準備が整いました。 

 

　現実林分との対応－大径材は出材するのか? 

各市町村ごとの地位指数で与えられる素材本数予測テ

ーブルと過去におけるカラマツ植栽面積を乗じること

で，素材生産予測を行います。先の素材予測テーブル

を得るまでの流れと計算プログラムの流れを表すと，

図２になります。 

　表２は予測結果です。また，生産実績については，

表３となっています。計算値と良く符合しています。 

しかし，本予測のベースになっている林分成長モデル

による計算は，間伐指針にそって適切な時期に間伐が

行われていることが前提となります。また，樹幹の曲

がりを一切考慮していないことから，実際は林地に残

されている素材も計算結果に含まれることになります。

すなわち，生産量予測値は，これ以上生産されること

がないという最大予測値でもあります。 

　一方，用材としての最大需要先である梱包材関連は
こん 
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図２　素材生産予測のプログラムの流れ 

表２　カラマツ人工林からの径級別素材生産予測（５か年平均値） 
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カラマツ製材の90%を越えており，この需要量は景気

動向に大きく左右され，それが素材生産量を支配する

実態もあります。事実，1998年には梱包材需要が大

きく後退し，前年比10%程度の素材生産量の落ち込み

がありました。また，素材生産業者・林業労働力の減

少等もあり，将来値については不確定なところがある

ことも事実です。しかし，現在までのところでは径級

別の内訳の傾向も，ほぼ実績値と同様で推移しており，

将来の予測値として一定程度の妥当性を持った値だと

考えています(図３)。 

　それを踏まえた上で，大径材の出材割合をみると，

2010年以降には素材生産量全体の10%以上が30㎝上

の材となります。これは非常に大きなボリュームであ

るとともに，本道の貴重な資源であるとも言えます。 

 

　まとめ 

　本道におけるカラマツ有効利用の一助としてカラマ

ツ人工林からの素材生産予測システムを作成しました。

今後の課題として，理想的な施業計画ベースだけでは

なく，間伐が遅れたり間伐指針を満たさない実績等，

過去のカラマツ林分の経過(歴史)をもとにした生産予

測ができれば，より実際の出材量に近い将来像が描け

ると考えています。 

 増大するカラマツ大径材が十分利用されること，そ

れに見合った材価で取り引きされて林家の再投資意欲

が励起されることを期待しています。 
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表３　カラマツ生産実績（５か年平均） 
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図３　大径材の素材生産実績および予測 
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